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第１章 令和４年度方針と予算

Ⅰ 施策の基本的な考え方

昨年も、新型コロナウイルス感染症の影響により、本市においても急激な社会変化（移動制

限、新たな生活様式など）に伴う対応が必要となりました。今年度も引き続き、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止策に取り組んでいくとともに、第６次総合計画に掲げる将来像を実現す

るための施策を着実に実行し、住んでよかったと思えるまちづくりを推進してまいります。

令和４年度においても、地域間をつなぐ幹線道路ネットワークの強化、市街地整備のための

取り組み、大規模災害への備えなど着実に実行し、誰もが安全に安心して暮らせるまちづくり

に取り組んでいきます。

また、本市の将来の発展を担う取組である新機能都市開発事業に関連する事業や宮島口地区

整備事業を引き続き推進してまいります。

令和４年度の施策の基本的な考え方は、第６次総合計画に掲げる四つの方向性に基づき実施

していきます。

●主な取組内容

地域公共交通の確保

持続可能な公共交通ネットワークの構築に向け、次期地域公共交通計画を策定し、

自主運行バスの運行の効率化と利便性の向上を図ります。

道路ネットワークの強化

基幹道路体系を強化するため、街路畑口寺田線、熊ヶ浦鯛ノ原線、堂垣内広池山

線、鳴川３号線、筏津郷線の整備や、臨港道路廿日市草津線の全線４車線化、広島南

道路及び廿日市大野防災の整備を促進します。

都市拠点の形成

本市の都市機能の中心的役割を担うシビックコア地区を中心に、市街地整備のため

の調査検討を行います。

災害への備えの充実

災害から市民の生命・財産を守るため、急傾斜地の崩壊対策や河川のしゅんせつな

どを進めます。

方向性１ 「くらしを守る」

歴史的町並みの保存・活用

宮島地域の歴史的町並みを保存・復元・継承するた

め、重要伝統的建造物群保存地区の町並み保存・活用に

向けた取組を行います。「宮島まちづくり基本構想」に

基づく各種取組を着実に推進します。

方向性２ 「人を育む」

宮島口地区の環境整備と景観形成

宮島口地区における港湾施設やアクセス道路など、各種整備を引き続き推進します。

また、新たな観光交流拠点として賑わいの創出を図るとともに、良好な景観形成やエリ

アマネジメント、渋滞対策等のソフト対策を推進します。

方向性４ 「はつかいちの新たな可能性に挑む」

農道・農業用水路・林道

の整備

玖島川末線などの林道

整備や農道・農業用水路

の整備を進めます。

方向性３「資源を活かす」
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Ⅱ　執行体制

1　組織図

2　組織変遷

(令和4年4月1日現在)

所属名称 H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ R１ R２ R３ R４

建設総務課 ２係（監理課） ２係

宮島口みなと
まちづくり推進課 （室） １係（課）

施設整備課 ３係 ４係

維持管理課 ３係

廿日市駅北区画
整理事務所 ２係 １係

用地管財課 ２係

地籍調査課 １係 ２係

下水道経営課 ２係 ３係 ２係

下水道建設課 ３係 ３係 ４係

（佐伯管理課） ２係 令和元年度より
佐伯支所建設グループ

（大野管理課） １係 令和元年度より
大野支所建設グループ

都市計画課 ３係 ４係 ３係

交通政策課
１係
（室）

１係
（課）

建築指導課 ２係 １係

住宅政策課 ３係（住宅営繕課） ４係（住宅営繕課） ２係
２グルー
プ

営繕課 ３係 ２係

建設総務課 建設企画係､技術管理係

宮島口みなとまちづくり推進課 事業推進係

施設整備課 計画整備係、工務第１係、工務第２係、用地係

維持管理課 施設管理係、維持第１係、維持第２係

地籍調査課 地籍調査係、道路地籍係

下水道経営課 経営管理係、営業係

下水道建設課 維持管理係、計画係、工務第１係、工務第２係

都市計画課 都市計画係、開発指導係、歴史まちなみ推進係

交通政策課 交通政策係

建築指導課 建築指導係

住宅政策課 住宅企画グループ、住宅管理グループ

営繕課 営繕第１係、営繕第２係

５係（下水道課）
６係

（下水道課）

建
　
　
設
　
　
部

建
設
部
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１ 一般会計 62億 6,371 万円 （前年度比：＋5億 7,625 万円、＋10.1％）

（前年比）

２ 港湾管理事業特別会計 9,468 万円 （前年度比：△482万円、△5.0％）
（前年比）

３ 市営住宅事業特別会計 2億 995万円 （前年度比：＋155万円、＋0.7％）

（前年比）

４ 下水道事業会計 46億5,395万円 （前年度比：△4億5,458万円、△8.8％）
（前年比）

増加の主な要因

道路整備事業 ＋184.5 百万円

宮島口地区整備事業 ＋66.9 百万円

橋りょう維持管理事業 ＋65.0 百万円

公園整備事業 ＋43.4 百万円

港湾施設整備負担金 ＋40.6 百万円

減少の主な要因： 宮島口港湾管理事業 △7.2 百万円

増加の主な要因： 市営住宅事業基金積立金 ＋13.7 百万円

減少の主な要因： 管渠建設事業費
ポンプ場建設事業費

△226.7
△164.4

百万円
百万円
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第２章 令和４年度事業

市民が生涯にわたり健康で暮らせるよう、健康寿命の延伸に向けた取組を行います。ま

た、今ある豊かな自然環境を守るとともに、便利で住みやすく、災害に強い、安心して住

み続けられるまちづくりに取り組みます。

◆ 事業目標値

[重点施策１－２] 移動しやすく便利なまちをつくる

[施策方針１－２－１] 移動しやすい公共交通体系の整備

対象 市民

意図 公共交通で安全・便利に移動する

成 果 指 標 単位 令和 3年度実績 令和 4 年度目標 令和 7年度目標

市単独補助路線及び自主運行バスの

利用者数
人 303,857 405,000 420,000

公共交通で安全、快適、円滑に目的地

まで移動できると感じる市民の割合
％ 69.3 72.0 75.0

方向性１ くらしを守る

さくらバス

(廿日市、佐伯、吉和)

おおのハートバス

（大野）

デマンドバス

（佐伯）

１ 持続可能な公共交通ネットワーク

（地域公共交通再編事業）【交通政策課】

○ 事業内容

（令和４年度事業費：１３，０２５千円）

次期地域公共交通計画を策定します。

また、公共交通の課題に対応した交通

ＤＸなどの検討を行います。

３ 各地域の自主運行バスの運営

（自主運行バス運営事業）【交通政策課】

○ 事業内容

（令和４年度事業費：１６７，２９１千円）

各地域（宮島地域を除く）において自主

運行バスを運行します。

２ 民間バス路線の運行支援等

（民間バス路線運行維持事業）【交通政策課】

○ 事業内容（令和４年度事業費：６２，７５６千円）

広電バス（津田線）と宮島地域の民間路線バス

の運行に関する支援を行います（維持費補助、運

賃の一部負担）。

４ 地域主体のバス運行への支援

（地域主体型交通運行支援事業）【交通政策課】

○ 事業内容（令和４年度事業費：６，５００千円）

地域のＮＰＯ法人による自家用有償運送

や、地域住民のボランティア活動による

無償運送への支援を行います。

拡充
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５ 国・県道の整備促進（国・県道整備負担金）【建設総務課】

○ 事業計画（主なもの）

路線名 事業箇所 延 長 幅 員 事業期間 備 考

(県)廿日市環状線 佐方～上平良 約 1,600m 20.0m

(県)虫道廿日市線 玖島字吉末 190m 7.0m H28～R4(予定) 橋梁架換 1橋

(国)４８８号

吉和東山～

広島市佐伯区

湯来町多田

県施工

3,700m

8.0m H1～R7(予定) 全体 8,200m

広島市施工

4,500m

[施策方針１－２－２] 幹線道路体系の整備

対象 市民

意図 都市間（広島市や大竹市など）や地域間（廿日市・佐伯・吉和・大野・宮島地域）

をスムーズに移動できる

○ 概要（令和４年度負担金(市)：３１，６００千円）

※事業主体 広島県

都市活動を支える幹線道路の整備を促進する

ため、広島県が実施する廿日市環状線・虫道廿

日市線・国道４８８号などの整備費の一部を負

担します。

○ 主な事業内容

令和４年度は、虫道廿日市線（吉末）の橋梁

工事、国道４８８号の道路改良工事、廿日市環

状線の設計などを行います。

県施工の道路改良工事の例（速谷橋）

施工前 施工後

施工前 施工後
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※一般県道廿日市環状線（佐方～上平良）整備事業（三大プロジェクト関連事業）

６ 臨港道路廿日市草津線の整備促進【建設総務課】

※一般県道廿日市環状線（佐方～上平良）整備事業

山陽自動車道と一般国道２号西広島バイパス

にアクセスできる優れた立地特性を生かし、より

付加価値の高い土地利用を誘導することで、市外

企業の新規立地・市内企業の経営拡大移転に伴う

○ 概要 ※事業主体 広島県

都市間をネットワークする幹線道路の機能

向上を図るため、本線第Ⅱ期区間（広島はつか

いち大橋）４車線化の整備を促進します。

○ 事業期間

平成 28 年度～令和一桁年代半ば

○ 事業区間

広島はつかいち大橋東詰交差点～

広島はつかいち大橋西詰交差点西

(延長 1,300ｍ

幅員 7.5ｍ～11.5ｍ)

廿日市市新機能都市

開発事業

（エリア別工事区分図）

○ 事業内容

令和４年度は、広島はつかいち大橋の橋梁

上部工などを行います。

雇用・税源の維持・拡大を目的に廿日市市新機能

都市開発事業に着手しました。その開発事業地内

の幹線道路となる廿日市環状線の整備を促進し

ます。

事業区間
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７ 一般国道２号 広島南道路・廿日市大野防災の整備促進【建設総務課】

【①広島南道路】

【②廿日市大野防災】

８ 熊ヶ浦鯛ノ原線の整備（道路整備事業）【施設整備課】

○ 概要（令和４年度事業費：１８６，１００千円）

大野地域の市街地を南北に横断する補助幹

線道路を整備し、市街地内の交通の円滑化を

図ります。

○ 事業期間 平成 26 年度～令和 8年度

（１工区）

○ 工事区間

大野字熊ヶ浦ほか 地内

（ 工事延長 1,040ｍ（１工区：540ｍ、２工区：

500ｍ） 幅員 10.5ｍ（車道 7.0ｍ・歩道 3.5ｍ

(片側)） ）

○ 事業内容

令和４年度は、道路改良工事を行います。

L=1,040m W=10.5m

１工区 540m ２工区 500m

熊ヶ浦鯛ノ原線 概要図

○ 概要 ※事業主体 国、令和 4年度新規事業

広島都市圏を東西に結ぶ広域幹線道路ネッ

トワークの充実・強化を図るため、道路整備事

業を促進します。

○ 事業区間

廿日市市木材港南～地御前北 1丁目

○ 事業内容

令和４年度は、調査設計を行います。

○ 概要 ※事業主体 国、令和 4年度新規事業

越波被害を防ぐため、防災対策事業を促進

します。

○ 事業区間

廿日市市丸石～大竹市玖波前北 1丁目

○ 事業内容

令和４年度は、調査設計を行います。

①広島南道路

延長 1.5km

②廿日市大野防災

延長 2.7km
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９ 堂垣内広池山線の整備（道路整備事業）【施設整備課】

10 筏津郷線の整備（道路整備事業）【施設整備課】

○ 概要（令和４年度事業費：４１９，７９０千円）

国道４３３号から新機能開発事業エリアを

結ぶアクセス道路を整備し、道路ネットワー

クの強化を図ります。

○ 事業期間 平成 29年度～令和 8年度

○ 工事区間 上平良 地内

（工事延長 620ｍ 幅員 12.0～14.0ｍ

（車道 7.0ｍ・歩道 5.0～7.0ｍ））

○ 事業内容

令和４年度は、用地取得・道路改良工事等を

行います。

○ 工事区間 大野字筏津 地内

（工事延長 300ｍ（１工区）幅員 16.0ｍ

（車道 9.0ｍ・歩道 7.0ｍ））

○ 事業内容

令和４年度は、道路改良工事を行います。

○ 概要（令和４年度事業費：１０２，０００千円）

大野中央地区から筏津地区公共施設再編事業

地を結ぶアクセス道路を整備し、道路ネットワ

ークの強化を図ります。

○ 事業期間 平成 30年度～令和 4年度

（１工区）

筏津郷線 概要図

堂垣内広池山線 概要図
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11 鳴川３号線の整備（道路整備事業）【施設整備課】

12 街路佐方線の整備促進（街路佐方線整備事業）【建設総務課】

○ 概要（令和４年度負担金(市)：１４，３９４千円）

※事業主体 広島県

ＪＲ廿日市駅南北地区の交通円滑化を図るた

め、広島県が実施する都市計画道路の整備費の

一部を負担します。

○ 事業期間

平成 25年度～令和 7年度（事業認可）

○ 工事区間 桜尾～佐方

（工事延長 680ｍ 幅員 16.0ｍ（２車線）)

○ 事業内容

令和４年度は、用地取得・道路改良工事等

を行います。

○ 工事区間 大野字鳴川 地内

（工事延長 700ｍ 幅員 9.75ｍ

（車道 7.25ｍ・歩道 2.5ｍ））

○ 事業内容

令和４年度は、用地測量を行います。

○ 概要（令和４年度事業費：２０，０００千円）

大野地域と大竹市（玖波）間の道路ネットワ

ーク強化を図ります。

○ 事業期間 令和 2年度～令和 8年度

L=700m W=9.75m大竹市

鳴川３号線 概要図

-9-



13 街路畑口寺田線の整備(街路畑口寺田線５工区整備事業)【施設整備課】

○ 工事区間

佐方一丁目～佐方四丁目 地内

（工事延長 250ｍ 幅員 18.0ｍ（2車線）

（車道 9.0ｍ・歩道 9.0ｍ））

○ 事業内容

令和４年度は、道路詳細設計・用地測量を行

います。

○ 概要（令和４年度事業費：２３，７３９千円)

本市と広島市を結ぶ幹線道路の整備を推進

し、都市間をネットワークする広域交通の機

能強化及び通学路の安全確保を図ります。

○ 事業期間 令和 4年度～令和 10年度

（事業認可）

新規

畑口寺田線５工区 概要図

R3.12 開通式の様子

街路畑口寺田線４工区の完成

交通渋滞の緩和、歩行者の安全確保を目的とした

地区と地区を結ぶ道路が完成しました。

完成をみんなで祝いました。
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14 賑わいのある市街地形成に向けた土地利用の増進

(市街地整備関連調査事業)【都市計画課】

○ 事業計画

15 住宅団地の良好な住まい環境の維持(①市街地整備関連調査事業)【都市計画課】

(②住宅政策一般事業)【住宅政策課】

○ 事業計画

令和４年度 令和５年度以降

住民意向の把握・勉強会の運営支援

地区計画見直し検討

地区計画変更に向けての検討

住まい方支援の検討

他団地への展開を検討

[施策方針１－２－３] 拠点性を高めるまちづくり

対象 ①都市拠点（市役所周辺）・地域医療拠点（JA 広島総合病院周辺）

②地域拠点（各支所周辺） ③地区拠点（JR 駅周辺地区）

意図 ①必要な施設が誘導・維持され、市の中心地としてふさわしい地区となる

②必要な施設が誘導・維持され、各地域の中心地としてふさわしい地区となる

③必要な施設が誘導・維持され、買い物や診療など、日常生活の利便性の高い

地区となる

令和４年度 令和５年度以降

土地所有者の土地利活用の方向性の把握

事業者等の意向調査・地区整備計画の検討

勉強会の開催・地区整備イメージの作成 ほか

事業化方針決定

方針に応じた取組の推進

都市機能誘導区域(シビックコア周辺)○ 概要（令和４年度事業費：１４，９５０千円）

本市の都市機能の中心的役割を担うシビッ

クコア周辺地区において、賑わいと魅力のあ

る都市拠点の形成を図るため、市街地整備を

具体化するための調査検討を行います。

○ 事業内容

市街地整備事業調査検討業務

拡充

○ 概要（令和４年度事業費：

①１，４７０千円(市街地整備関連調査事業)、

②１，１００千円(住宅政策一般事業)）

大規模住宅団地における暮らしや住まいづく

りについて、将来のあり方を検討するため、住民

意向の把握及び分析を行います。

○ 事業内容

地区計画作成等支援業務

住宅団地住まいづくり支援業務

大規模住宅団地(宮園団地)

新規
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16 空き家活用の推進(空き家対策推進事業)【住宅政策課】

17 道路整備事業【施設整備課】

○ 事業計画

地域 路線名 延 長 幅 員 事業期間 備 考

廿日市 グランド線 150m 10.0m R4～R7

佐伯 小原砂田線(Ⅱ工区) 137m 5.0m H29～R5

大野

赤崎２号線 160m 4.0m R4

宮内更地線 30m 6.0m R4

大国１１号線 95m 6.5～7.5m R4

丸石１０号線 130m 5.0m R1～R5

全体 各所道路

[施策方針１－２－４] 安心して歩行・通行できる安全な環境の整備

対象 市民

意図 市内の道路を交通事故に遭わず、安心して歩行・通行できる

○ 概要（令和４年度事業費：１５４，８００千円）

道路環境の安全性・利便性・快適性の向上及

び、住宅建築の促進を図るため、地域の実情

や、多様なニーズに応じた生活道路を計画的

に整備します。

○ 概要（令和４年度事業費：１２，４９７千円）

空き家の活用においては、空き家バンクによるマ

ッチングを促進するため、空き家の家財整理や改

修等に要する費用の一部を補助するとともに、地域

とリノベーションした市営住宅を活用したワークショ

ップを実施します。さらに、地域での空き家相談体

制構築を図るため空き家お助けパートナーを養成し

ます。

また、危険空き家の解消に向け、解体費用の一

部を補助するとともに、所有者不明等の空き家につ

いて財産管理人の活用を検討します。

○ 事業内容

空家等活用支援業務

空家予防対策支援業務

財産管理人等業務委託

空き家活用補助金

老朽危険空き家除去事業補助金

道路改良工事の例（滝ノ下清水ヶ峯線）

施工前 施工後

○ 主な事業内容

赤崎２号線、小原砂田線(Ⅱ工区)、丸石

１０号線、大国１１号線、宮内更地線等の

道路改良工事、グランド線等の設計を行い

ます。
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18 交通安全対策施設整備事業【維持管理課】

◆ 事業目標値

19 歩道整備事業【施設整備課】

○ 概要（令和４年度事業費：４６，０１０千円）

人にやさしいまちの実現に向けて、誰もが

安全で快適に移動できる歩道の整備を行います。

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3 年度 令和 4年度 備考

活動 交通安全対策施設整備 件
目標値 実/

目

40
88%

40
－

実績値 35 －

成果

市内の交通事故

発生件数
件

目標値 前年

度比

0
+4

0
－

実績値 184 －

市内の交通事故

死傷者数
人

目標値 前年

度比

0
-2

0
－

実績値 224 －

路 線 名 整備延長 事業期間

市垣内細井原線(吉和) 320m R2～R4

○ 概要（令和４年度事業費：１３，３００千円）

子どもから高齢者までが安全で安心して通

行できるように、地域の方々やＰＴＡなどと

連携し、カーブミラーや転落防止柵などの交

通安全対策施設を整備します。

歩道整備工事の例（深江林ヶ原線）

施工前 施工後

転落防止柵設置工事の例（深江林ヶ原線）

○ 事業計画（内容）

○ 主な事業内容

カーブミラーや転落防止柵などの交通安全

対策施設工事
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20 高齢者あんしん歩行事業【維持管理課】

◆ 事業目標値

21 子ども通学路安全対策事業【維持管理課】

◆ 事業目標値

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4 年度 備考

活動 道路の改善 件
目標値 実/

目

8
100%

8
－

実績値 8 －

成果
高齢者の交通事故

発生件数
件

目標値 前年

度比

0
+8

0
－

実績値 57 －

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4 年度 備考

活動 交通安全対策施設整備 件
目標値 前年

度比

8
163%

8
－

実績値 13 －

成果
子どもの交通事故

死傷者数
件

目標値 前年

度比

0
+5

0
－

実績値 18 －

○ 概要（令和４年度事業費：６，０００千円）

高齢者が安全で安心して住みやすく生活でき

るように地域の方々等と連携し、転倒防止の

ための段差解消や、路上障害物・死角の排除

などの道路環境の改善を行います。

○ 概要（令和４年度事業費：４，７５０千円）

子どもが安全で安心して通学できるよう

に、地域の方々やＰＴＡなどと連携し、子ども

の目線での交通安全対策（路面標示や転落防

止柵の設置等）を行います。

○ 主な事業内容

通学路の路面標示の設置等

段差解消工事の例（扇園２号線）

施工後施工前

施工前 施工後

カラー舗装工事の例（下田尻線）

○ 主な事業内容

歩道の段差解消工事等
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22 海岸保全施設の整備促進（海岸保全施設整備負担金）【建設総務課】

23 港湾施設の整備促進（港湾施設整備負担金）【建設総務課】

24 河川の計画的な整備（河川整備事業）【施設整備課】

25 河川しゅんせつの推進（①河川維持管理事業・②二級河川維持管理事業）【維持管理課】

[重点施策１－３] 安全で安心なまちをつくる

[施策方針１－３－１] 災害に対する備えの充実

対象 市民

意図 災害から生命・財産を守る

地域 河川名 整備延長 事業期間

大野 水口川支川 150ｍ R3～R4

佐伯 中山川 150m R4～R6

○ 概要（令和４年度負担金(市)：２０，０００千円）

※事業主体 広島県

高潮等の災害から市民の暮らしを守るため、

広島県が実施する高潮対策費用等の一部を負担

します。

○ 概要（令和４年度事業費：

①６７，２０３千円(河川維持管理事業）、

②２６，４２０千円(二級河川維持管理事業))

集中豪雨や台風による河川氾濫及び浸水等

から市民の生命・財産を守るため、計画的に河

川のしゅんせつを行います。

○ 事業内容

（①河川維持管理事業） 川末川、可愛川、林川、

神宮川、大才川などのしゅんせつ

（②二級河川維持管理事業）

御手洗川、永慶寺川などのしゅんせつ

施工前 施工後

河川しゅんせつ工事（可愛川）

○ 概要（令和４年度負担金(市)：６２，３００千円）

※事業主体 広島県

市民や港湾施設利用者等の安全を確保するため、

広島県が実施する護岸や防波堤等の整備費用の

一部を負担します。

○ 事業内容

木材港北地区住吉堤防：護岸整備

胡町地区宮島３号桟橋：桟橋改修

○ 事業内容

廿日市南地区：高潮対策

扇新開地区：耐震対策

柿ノ浦地区：護岸工事

○ 概要（令和４年度事業費：２４，０００千円）

豪雨による浸水等の被害を最小限にするため、

計画的な河川整備を行います。

○ 事業内容

令和４年度は、水口川支川と中山川の改良

工事を行います。

○ 事業計画

-15-



○ 事業計画（内容）

(1) 市が行う事業（急傾斜地崩壊対策事業）（令和４年度事業費：１３３，０００千円）

(2) 広島県が行う事業（急傾斜地崩壊対策県負担金）（令和４年度負担金(市)：４３，８７５千円）

地域 地区名 整備延長 事業期間 備 考

廿日市 新宮神社地区 70m R1 ～R6 新宮一丁目

大野

丸石地区

水口Ｂ地区

沖塩屋Ｄ地区

260m

50m

80m

R2～R8

R2～R4

R2～R6

丸石二丁目

水口

沖塩屋三丁目

地域 地区名 整備延長 事業期間 備 考

廿日市

篠尾地区

地御前二丁目 A地区

郡塚 C地区

河本地区

阿品地区

上平良 F地区

143m

80m

200m

395m

880m

302m

H25～R3

H27～R4

R2～未

R3～未

R3～未

R4～未

天神

上平良

大野
深江 A地区

後原 A地区

110m

400m

H27～R4

H26～R4

深江

大竹市飛地（大野）

宮島 浜之町地区 10m R4～R7

26 急傾斜地崩壊対策

【施設整備課（市施工箇所）・

建設総務課（県施工箇所）】

○ 概要

がけ崩れ災害のない安心して暮らせる社会

基盤をつくるため、急傾斜地崩壊対策事業の

計画的な整備を行うとともに、広島県が実施

する事業に要する費用の一部を負担します。

急傾斜地崩壊対策工事の例（新宮神社地区）【継続事業】
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27 木造住宅の耐震化促進（耐震改修促進事業）【建築指導課】

◆ 事業目標値

28 危険ブロック塀等の除却の促進（耐震改修促進事業）【建築指導課】

○ 概要（令和４年度事業費：３，０００千円）

通学路などの沿道にある危険なブロック塀

等の除却を促進させるため、除却又は建替（除

却・新設）費用の一部を補助します。

◆ 事業目標値

29 開発指導一般事業【都市計画課】

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4 年度 備考

活動

耐震診断 戸
目標値 実/

目

14
100%

14

実績値 14

耐震改修 戸
目標値 実/

目

6
33%

6

実績値 2

成果

耐震診断

※H20 年度から累積
戸

目標値 実/

目

174
100%

188

実績値 174

耐震改修

※H22 年度から累積
戸

目標値
実/

目

30
87%

32

実績値 26

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4 年度 備考

活動

補助実施件数 件/年
目標値 実/

目

10
130%

10

実績値 13

除却延長 ｍ/年
目標値 実/

目

150
85%

150

実績値 128.23

成果

補助実施件数 件/年
目標値 実/

目

28
111%

41

実績値 31

除却延長 ｍ
目標値 実/

目

367.33
94%

495.56

実績値 345.56

本市では、市街化区域（市街化を促進すべき区

域）から１ｋｍ以内であることや７ｈａの範囲

内に建築物が５０戸以上連たんしていること

等、条例でいくつかの基準を設け、開発行為等

の許可対象区域を定めています。この度の都市

計画法の改正（R4.4.1 施行）の内容に合わせ、

条例で指定する区域を明確にするため、調査及

び検証等を行い、区域図を作成します。

○ 概要（令和４年度事業費：６，５００千円）

木造住宅の耐震化を進めるために、耐震診

断希望者を募集し、耐震診断を行うとともに、

耐震化を行う住宅の所有者に費用の一部の補

助を行います。

○ 事業内容

補助金額 対象経費の 80%または 23%

○ 事業内容

補助金額 対象経費の 2/3

（限度額 300 千円）

○ 概要（令和４年度事業費：４，９００千円）

都市計画法第３４条第１１号（５０戸連た

ん）に基づいて条例で指定する土地の区域図

を作成します。

○ 事業内容

市街化調整区域（市街化を抑制すべき区域）

で建築物の建築や開発行為（建築を目的とす

る造成等）を行う場合は許可が必要になりま

す。

新規
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30 道路維持管理の推進（道路維持管理事業）【維持管理課】

○ 概要（令和４年度事業費：５２８，４７６千円）

道路を常時良好な状態に保持し、道路

利用者の安全・安心を確保するとともに、

長寿命化を図るため、道路施設の点検や

修繕を行います。

◆ 事業目標値

31 私道の舗装補修の支援（道路維持管理事業）【維持管理課】

○ 概要（令和４年度事業費：１０，０００千円）

地域が管理する私道について、地域が行う

舗装補修に要する費用の一部を補助します。

○ 事業内容

◆ 事業実績

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3 年度 令和 4 年度 備考

活動

トンネル修繕調査設計
箇

所

目標値

実/目

－
－

1
－

実績値 － －

道路法面・土木構造物点検
箇

所

目標値

実/目

1

100%

1

－
実績値 1 －

成果

舗装修繕（健全化）
路

線

目標値

実/目

6

117%

7

－
実績値 7 －

トンネル修繕（健全化）
箇

所

目標値

実/目

2
100%

－
－

実績値 2 －

法面対策（健全化）
箇

所

目標値 実/目 1
100%

1
－

実績値 実/目 1 －

補助対象（条件）

市街化区域外であること

私道であること(管理主体が町内会等の地域団体であること)

補修面積が５０平方メートル以上であること

私有道路の市道編入基準を概ね満足していること

補助金額 舗装補修に要する費用の 4/5

実

績

値

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4 年度 備考

活動 団地補助件数 件
目標値

実/目
－

－
－

－
実績値 5 －

成果 補助金執行額
千

円

目標値
実/目

－
－

－
－

実績値 10,000 －

[施策方針１－３－３] インフラや公共施設の適正管理

対象 公共施設

意図 計画的に維持・補修され、適正な規模で管理される

○ 事業内容

令和４年度は舗装修繕工事を７路線、法面対

策工事を１路線、トンネル修繕設計業務を１

箇所、その他上下水道の整備に伴う舗装補修

工事を行います。
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32 津田地区市道等道路調査事業

（地籍調査実施事業）【地籍調査課】

○ 概要（令和４年度事業費：１１，５３５千円）

津田地区の公共下水道整備計画区域周辺の

道路等の筆界・権原を明らかにし、地籍調査

による精度の高い地図と土地情報を整備し、

道路保全管理の適正化、インフラ整備等の

各種行政施策を促します。

○ 事業内容

◆ 事業目標値

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4年度 備考

活

動

津田地区下水道整備計

画区域等の未登記道路

の現地調査・測量

㎢

(累計)

目標値 実

／

目

0.06

(1.43)
100%

0.07

(1.50)
－

実績値
0.06

(1.43)
－

成

果

正確な道路登記情報・

地図の作成による行政

基礎資料の整備

㎢

(累計)

目標値 実

／

目

0.29

(0.29)
0%

0.29

(0.29)
－

実績値
0.00

(0.00)
－

地域 事業面積

津田江尻地区ほか ０．０７㎞ 2（新規）

津田沖横矢地区ほか ０．０６㎞ 2（継続）

津田東横矢地区ほか ０．０６㎞ 2（〃 ）

津田松ヶ峠地区ほか ０．０４㎞ 2（〃 ）

津田上花上地区ほか ０．１０㎞ 2（〃 ）

佐伯中央病院周辺 ０．０１㎞ 2（〃 ）

R3.11 吉和地域での開催の様子

空き家のお助けパートナー養成講座

新たな空き家の発生を抑制するため、

居住中の段階から予防に向けた意識啓発

と、空き家等に関する知識を習得する、

空き家のお助けパートナー養成講座を開

催しました。
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33 橋りょう長寿命化の推進（①林道維持管理事業・②橋りょう維持管理事業）

【維持管理課】

○ 概要（令和４年度事業費：

①５５，４０６千円（林道維持管理事業）、

②１５９，２４５千円（橋りょう維持管理事業））

橋りょうの長寿命化を図るため、定期的

な点検を行うとともに、保全工事など長寿

命化対策を行います。

◆ 事業目標値

林道維持管理事業

橋りょう維持管理事業

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4年度 備考

活動 橋りょう補修 橋
目標値

実/目
2（設計）

100%
2（工事）

－
実績値 2（設計） －

成果 橋りょうの健全化 橋
目標値

実/目
2（設計）

100%
2（工事）

－
実績値 2（設計） －

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4 年度 備考

活動 橋りょう補修 橋
目標値

実/目
4

275%
3

－
実績値 11 －

成果 橋りょうの健全化 橋
目標値

実/目
4

275%
3

－
実績値 11 －

施工前 施工後

○ 事業内容

令和４年度は１００橋の橋りょう点検、衣越

こ線道路橋などの修繕、及び鍛冶屋橋の撤去

工事を行います。林道橋については１６橋の

橋梁点検、鹿の打線（鹿の打橋）などの修繕を

行います。

施工前 施工後

橋りょうの長寿命化工事の例（林道池の谷線（丈ノ口橋)）

橋りょうの長寿命化工事の例（更地２号橋）
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34 港湾施設点検・修繕

（港湾施設維持管理事業）【維持管理課】

○ 概要（令和４年度事業費：４，０３９千円）

港湾施設を常時良好な状態に保持するため、

保守点検・修繕を行います。

○ 事業内容

有之浦陸閘保守点検業務、聖崎灯台点検管

理業務、市有桟橋・護岸・物揚場等施設修繕

など。

36 公園維持管理事業【維持管理課】

○ 概要（令和４年度事業費：１６６，１８３千円）

公園を安心、安全、快適に利用できるよ

うに、遊具や公園施設の維持補修、公園樹

木の剪定等の管理を行います。

【公園の数(都市公園)】

【公園の数(都市計画区域外の公園)】

廿日市地域 佐伯地域 吉和地域 大野地域 宮島地域

特殊 0 運動 0 特殊 0 運動 1 特殊 0 運動 0 特殊 1 運動 0 特殊 0 運動 0

地区 1 近隣 6 地区 0 近隣 0 地区 0 近隣 0 地区 0 近隣 3 地区 0 近隣 0

街区 128 緑地 18 街区 8 緑地 1 街区 0 緑地 0 街区 66 緑地 0 街区 4 緑地 0

合計 153 合計 10 合計 0 合計 70 合計 4

合計 237

廿日市地域 佐伯地域 吉和地域 大野地域 宮島地域

合計 1 合計 3 合計 1 合計 0 合計 0

合計 5

35 市営住宅等の長寿命化の推進等

（市営住宅事業特別会計）【住宅政策課】

○ 概要（令和４年度事業費：５０，４９０千円）

「市営住宅等長寿命化計画」に基づく施設の

長寿命化工事等、計画的に改修工事を行いま

す。

○ 事業内容

・網之浦住宅安全対策工事

・大東住宅外壁改修工事実施設計業務

・梅原住宅２号館屋上防水改修工事

○ 事業内容

令和４年度は公園の修繕・樹木の剪定等を実

施するとともに、妹背の滝公園トイレ整備設計

業務、各所公園トイレ洋式化改修工事などを行

います。

拡充

R4.4 昭北緑地の清掃活動

緑地の清掃活動

市民と行政が連携して、緑地の環境保

全に努めています。

住みやすく安心して過ごせる緑ある

まちづくりを目指しています。
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37 下水道施設の整備（下水道事業会計）【下水道建設課】

○ 事業計画

○ 整備状況 （令和３年度末現在）

○ 事業内容（令和４年度）

処理区

項 目

公共下水道 特定環境保全公共下水道

廿日市 大 野 宮島 佐伯 吉和

全体計画

処理面積 (ha) 1,467.8 645.7 60.0 249.1 75.0

処理人口 (人) 77,300 20,700 1,590 4,100 840

処理水量(㎥/日) 35,700 10,150 3,050 2,150 590

事業計画

処理面積 (ha) 1,346.9 503.9 60.0 236.9 75.0

処理人口 (人) 76,260 16,690 1,610 4,100 840

処理水量(㎥/日) 35,300 7,400 3,050 2,130 590

処理区

整備状況

公共下水道 特定環境保全公共下水道
全体

廿日市 大 野 宮 島 佐 伯 吉 和

行政区域内人口（人） 81,925 23,153 1,441 9,127 602 116,248

処理区域内人口（人） 55,921 13,857 1,424 2,453 583 74,238

処理区域面積（ha） 987.8 341.2 60.0 160.8 75.0 1,624.8

人 口 普 及 率（％） 68.3 59.9 98.8 26.9 96.8 63.9

[施策方針１－３－５] 下水道の整備

対象 市民

意図 衛生的な生活環境の中で暮らす

下水道ストックマネジメント

計画の策定を行うほか、引き続き、

廿日市・大野・佐伯地域の各処理

区の汚水施設整備や廿日市・大野

地域の沿岸部での浸水対策を行い

ます。

廿日市浄化センター

○ 概要

（令和４年度建設改良費：２，８９５，３６０千円））

生活基盤施設である公共下水道の普及促進を図る

ため、「汚水処理施設整備構想（アクションプラン）」

等に基づいた計画的な整備を実施すると

ともに、下水道施設の老朽化対策や浸水

対策を行い、安心で快適な生活環境づく

りを進めます。
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○ 事業目標値

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4 年度 備考

活動 整備面積 ha
目標値

実/目
1,615

101%
1,645

－
実績値 1,625 －

成果 人口普及率 ％
目標値

実/目
64.8

99%
65.9

－
実績値 63.9 －

佐伯処理区（特定環境保全公共下水道）

友和浄化センターの２系水処理施設の増設

を行うとともに、津田、峠地区の汚水管渠整

備を行います。

廿日市処理区（公共下水道）

廿日市浄化センターの脱水汚泥貯留設備

（ホッパー）の増設や自家発電設備等の改築

更新を行うとともに、佐方、平良、串戸、宮

内、地御前、宮島口地区などの汚水管渠整備

を行います。

浸水対策として、扇ポンプ場のポンプ増設

に向けて、実施設計を行います。

処理区の主な事業

宮島処理区（公共下水道）

老朽化対策として、網之浦中継ポンプ改築

更新工事などを行います。

大野処理区（公共下水道）

大野浄化センターの汚泥処理・重力濃縮槽

工事を引き続き行うとともに、東部汚水幹線

や丸石、宮浜温泉、八坂地区などの汚水管渠

整備を行います。

浸水対策として、早時、筏津地区の雨水管

渠整備工事を行います。

友和浄化センター２系水処理施設の増設工事
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38 緑豊かな都市環境の形成（公園整備事業）【維持管理課】

○ 概要（令和４年度事業費：９５，９２０千円）

地域の憩いの場、コミュニティ活動の場の

提供と緑豊な都市環境の形成を図るため、緑

の基本計画に基づき、公園の整備を行います。

[重点施策１－５] 豊かな自然を次世代につなぐ

[施策方針１－５－２] 豊かな自然の保護・活用

対象 市民

意図 自然環境を守る意識を高め、自然環境を保全するとともに、市街地においては

潤いのある都市空間で過ごす

施工前 施工後

○ 事業内容

峰高公園ローラー滑り台改修、地御前キラキ

ラ公園園路改修、各所公園遊具改修工事など

複合遊具改修工事例（四季が丘公園）

R4.5 新宮中央公園のキッチンカーの様子

公園内のにぎわいづくり

公園利用者の満足度向上と、

公園内のにぎわいづくりを目的とし、

公園内移動式販売車（キッチンカー）

による飲食物販売の社会実験を実施しま

した。

公園の活性化を目指し、新たな活用策

を検討しています。

♪
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次世代を担う子どもたちをたくましく、ふるさとに誇りをもつように育てる必要があり

ます。また、市民一人ひとりの力を活かした市民主体のまちづくりを進めるためにも、今

後のまちづくりの担い手の育成・支援に取り組みます。

39 宮島地域の歴史的町並みの保存・活用及び防災計画策定

（伝統的建造物群保存推進事業）【都市計画課】

(1)伝統的建造物群保存地区保存事業補助金

(2)伝統的建築物活用補助金

補助対象
伝統的建造物群保存地区内の建造物を保存活用計画に基づいて行う外

観等の改修費

補助金額

伝統的建造物：対象経費の 9/10（限度額 10,000 千円）

伝統的建造物以外：対象経費の 8/10（限度額 6,000 千円）

別に工作物等への補助もあり

補助対象 伝統的建築物を宿泊施設や体験施設等に転用する場合の内装整備費

補助金額 対象経費の 2/3（限度額 7,000 千円）

[重点施策２－２] 郷土の歴史・文化を次世代につなぐ

[施策方針２－２－１] 魅力ある郷土の歴史や文化の学習と次世代への継承

対象 ①市民 ②文化財

意図 ①魅力ある郷土の歴史や文化を知り、守り、継承し、活用する

②適正に保存・継承される

○ 事業内容

令和４年度は、重要伝統的建造物群保存地

区内で保存活用計画に基づいて改修等を行う

際の補助金交付などを行うとともに、保存地

区の防災計画策定のための調査を行います。

方向性２ 人を育む

○ 概要（令和４年度事業費：６０，８０８千円）

重要伝統的建造物群保存地区である宮島地

域の歴史的町並みを保存・復元・継承するた

め、伝統的な建造物の修理費を補助するなど、

伝統的建造物群保存地区制度に基づく取組を

進めます。

拡充

40 宮島地域の景観形成方針

（景観形成推進事業）【都市計画課】

○ 事業内容（令和４年度事業費：２，９８９千円）

宮島まちづくり基本構想に基づき、道路等の

公共空間の景観形成方針を策定します。

新規

通りに沿って並ぶ家並み

代表的な宮島町家
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これからのまちづくりのために、人材力と地域力を高めるとともに、多様な地域資源を

活用していくための取組を行います。

○ 事業計画（内容）

42 林道の整備（林道整備事業）【施設整備課】

○ 事業計画（内容）

地域 路線名 延 長 事業期間 備 考

佐 伯 玖島地区水路 １基 R4 ゲート

佐 伯 永原地区水路 31m H29～R5 ＫＦ300

佐 伯 友田地区水路 30m R3～R4 ＫＦ300

地域 路線名 延 長 幅 員 事業期間 備 考

廿日市 玖島川末線開設 2,400m 6.5m H27～R10

吉 和

魚切線舗装

頓原迫谷線開設

大向長者原線舗装

1,200m

3,720m

1,600m

4.0m

3.6m

5.0m

H30～R4

R2～R7

R1～R5

佐 伯
悪谷線改築

太田川林業地基幹線開設

3,680m

30,125m

3.6m

5.0m

H27～R6

H15～R4

[重点施策３－３] 地域資源の活用を図る

[施策方針３－３－１] 農林水産業の経営力強化と産業連関の強化

対象 ①市内農林水産事業者 ②市内事業者 ③市民

意図 ①担い手を育成することで農林水産業の生産額を維持・向上させる

②産業連関により市内経済循環の拡大を図る

③市内で生産された農林水産物を消費する

方向性３ 資源を活かす

41 農道・農業用水路の整備

（小規模農業基盤整備事業）【施設整備課】

○ 概要（令和４年度事業費：４，００９千円）

農作業労力の軽減及び農業経営の安定化を

図るとともに、農地への安定した農業用水の

確保や、災害から農地を守るため、農道・農業

用水路の整備を行います。

○ 概要（令和４年度事業費：２３５，９９６千円）

森林資源の搬出、林産物の流通の合理化や、

農林業地域の環境改善を図るため、林道の

開設・改良を行います。

農業用水路の整備の例（玖島地区ゲート）

また、産業振興や地域間交流の促進に

向け、林道玖島川末線を整備します。
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林道玖島川末線（県道虫道廿日市線を含む）

R4.5 みやじまぐちそぞろあるきマルシェ

宮島口旅客ターミナル前や、宮島口

駅前通り商店前等にて、宮島口地区の

賑わい創出・回遊性向上を目的に、マル

シェやスタンプラリーなどを行ってい

ます。

宮島口みらい協議会と連携して、宮

島口の魅力の向上を図ります。

宮島の玄関口でマルシェ
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将来を見据え、新たな活力の基盤となる環境整備を進めるとともに、市民の挑戦や新た

な起業などにチャレンジすることを応援し、まちの活性化に取り組みます。

43 宮島口地区の環境整備【宮島口みなとまちづくり推進課】

○ 概要

宮島口地区を新たな観光交流拠点として

賑わいを創出できるように、交通・環境・

景観等の総合的な整備を進めます。

(1) 宮島口地区道路整備（道路整備事業）

（令和４年度事業費：５１，１００千円）

地区内の利便性・生活環境の向上を

目的に、市道赤崎１４号線の整備を

推進します。

[重点施策４－１] はつかいちの新たな魅力を創造する

[施策方針４－１－２] 宮島口地区における新たな観光交流拠点の整備

対象 ①宮島口の観光客 ②宮島口地区住民・事業者 ③宮島口地区

意図 ①宮島口旅客ターミナル等を活用し、市内を回遊する

②宮島口周辺における生活道路の渋滞解消など交通が円滑化し、生活環境が

向上する

③賑わいが創出される

方向性４ 新たな可能性に挑む

ＪＲ宮島口駅
赤崎14号線

港湾緑地

宮島競艇場

(2) 宮島口地区まちづくり推進等業務

（宮島口地区整備事業）

(令和４年度事業費：１２，１００千円)

令和２年春に供用した宮島口旅客ターミ

ナルを拠点に、地区の賑わい創出やエリア

マネジメントを推進するために、引き続き

宮島口まちづくり推進協議会の運営や賑わ

いづくりの支援等を行います。

赤崎 14 号線 1 工区供用

(3) 宮島口地区渋滞対策（宮島口地区整備事業）

(令和４年度事業費：３６，０００千円)

秋の行楽シーズンなどの渋滞を緩和するた

め、観光行楽車を駐車場へ誘導・案内するとと

もにパーク＆ライドを実施します。

宮島口
旅客ターミナル

現在取組中の事業

宮島口公共桟橋 2

宮島口公共桟橋 1

宮島口大桟橋

広電宮島口駅

アクセス道路

宮島口カーフェリー桟橋
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◆ 事業目標値

目

標

到

達

度

活動及び成果指標 単位 令和 3年度 令和 4年度 備考

成

果

観光ピーク期渋滞長

（上下線・平均値）
Km

目標値 目

－

実

6.8

3.3

6.8

-

実績値 10.1 -

(4) 赤崎３号線整備事業

（宮島口地区整備事業）

(令和４年度事業費：１６８，８００千円)

宮島口地区内の交通アクセスを向上させ

るため、広島県と連携して赤崎３号線の整

備を推進します。

(5) 宮島口地区県港湾整備事業負担金

（宮島口地区整備事業）

(令和４年度事業費：２５６，８８０千円)

「宮島口地区まちづくり整備計画」等に基

づき、広島県が実施する宮島口地区の港湾

施設整備費用の一部を負担します。

宮島口旅客ターミナル（現況Ｒ4.4）

(6) 宮島口地区内道路整備等

（宮島口地区整備事業）

(令和４年度事業費：１７，８００千円)

宮島口地区内の道路の無電柱化や美装化

などによる、景観に配慮した公共空間の整

備を推進します。

(7) 宮島口地区横断歩道橋改修

（宮島口地区整備事業）

(令和４年度事業費：１１０，１０１千円)

宮島ボートレース企業団が保有する横断

歩道橋の耐震改修及び老朽化対策につい

て、企業団から委託を受けて実施します。

(8) 宮島口港湾管理事業

（港湾管理事業特別会計）

（令和４年度事業費：６０，３１９千円）

宮島口旅客ターミナル施設の管理運営を

行います。
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44 宮島口地区の景観形成の推進（景観形成推進事業）【都市計画課】

○ 概要 （令和４年度事業費：３，０００千円） ○ 事業内容

良好な景観形成を推進するため、宮島口

地区において、景観ガイドラインに定める

景観形成基準に基づく民間の改修工事等に

要する費用の一部を補助します。

補助対象
景観ガイドラインに定める景観形成基

準に基づき実施する民間の改修工事等

補助金額

（一例）

建築物等の改修に伴う外観の修景

：対象経費の 1/2（限度額 3,000 千円）

屋外広告物の整備、除却

：対象経費の 1/2（限度額 500 千円）

屋上看板除却前 屋上看板除却後

良好な景観形成イメージ

景観形成の取組み事例

看板除却・修景前 看板除却・修景後
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　１　　一般会計

財　　　　　源　　　　　内　　　　　訳

国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

公 共 事 業 代 替 用 地 整 備 事 業 190,439 190,439 209,505 91%

自 転 車 駐 車 場 管 理 運 営 事 業 7,622 1,800 80 5,742 6,438 118%

民 間 バ ス 路 線 運 行 維 持 事 業 62,756 2,500 60,256 56,859 110%

宮 島 航 路 維 持 負 担 金 6,000 6,000 6,000 100%

自 主 運 行 バ ス 運 営 事 業 167,291 8,100 5,100 4,856 149,235 151,874 110%

地 域 主 体 型 交 通 運 行 支 援 事 業 6,500 6,500 6,500 100%

地 域 公 共 交 通 再 編 事 業 13,025 2,000 5,000 6,025 11,423 114%

自 主 運 行 バ ス 購 入 事 業 0 25,177 皆減

生 活 排 水 対 策 事 業 17,934 4,180 3,495 2 10,257 21,432 84%

農 道 水 路 維 持 管 理 事 業 37,929 37,929 30,670 124%

小 規 模 農 業 基 盤 整 備 事 業 4,009 3,000 390 619 5,309 76%

地 籍 調 査 一 般 事 業 893 893 894 100%

地 籍 調 査 実 施 事 業 17,035 5,263 4 11,768 17,636 97%

林 道 維 持 管 理 事 業 55,406 11,950 3,900 2,000 37,556 42,118 132%

林 道 整 備 事 業 235,996 44,000 172,600 19,396 237,887 99%

土 木 業 務 一 般 事 業 9,487 4 9,483 9,231 103%

技 術 管 理 一 般 事 業 9,802 2,180 7,622 13,776 71%

建 築 業 務 一 般 事 業 5,034 5,034 4,965 101%

用 地 業 務 一 般 事 業 234 234 239 98%

建 築 指 導 一 般 事 業 6,179 3,121 3,058 6,231 99%

住 宅 政 策 一 般 事 業 4,883 1,491 3,392 3,808 128%

耐 震 改 修 促 進 事 業 9,500 4,750 1,375 3,375 9,500 100%

建築物土砂災害対策改修促進事業 772 386 193 193 772 100%

空 き 家 対 策 推 進 事 業 12,497 750 9,000 2,747 14,899 84%

道 路 維 持 管 理 事 業 538,476 3,300 1,280 125,100 91,552 317,244 544,990 99%

県 道 維 持 管 理 事 業 74,564 74,564 74,564 100%

道 路 除 雪 事 業 31,190 2,000 3,690 4,000 21,500 27,892 112%

県 道 除 雪 事 業 26,450 26,450 24,000 110%

橋 り ょ う 維 持 管 理 事 業 159,245 80,850 31,900 46,495 94,245 169%

道 路 整 備 事 業 933,790 379,250 321,000 51,300 182,240 749,280 125%

国 ・ 県 道 整 備 負 担 金 31,600 31,600 12,000 263%

交通安全対策施設維持管理事業 29,850 29,850 31,350 95%

交 通 安 全 対 策 施 設 整 備 事 業 13,300 13,300 12,750 104%

子 ど も 通 学 路 安 全 対 策 事 業 4,750 4,750 10,852 44%

高 齢 者 あ ん し ん 歩 行 事 業 6,000 6,000 6,000 100%

（参考）令和４年度当初予算事業別内訳
(単位　千円)

事　　業　　名
事　業　費  

(A)

令和3年度
当初予算
額(B)

対前年比
(A/B)*100

%
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財　　　　　源　　　　　内　　　　　訳

国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

歩 道 整 備 事 業 46,010 41,000 5,010 21,710 212%

河 川 維 持 管 理 事 業 67,203 100 24,700 2,577 39,826 63,903 105%

二 級 河 川 維 持 管 理 事 業 26,420 26,420 26,420 100%

河 川 整 備 事 業 24,000 24,000 9,000 267%

港 湾 施 設 維 持 管 理 事 業 4,039 2,063 1,976 3,704 109%

海 岸 施 設 維 持 管 理 事 業 1,300 1,300 1,300 100%

港 湾 施 設 整 備 負 担 金 62,300 50,000 12,300 21,700 287%

海 岸 保 全 施 設 整 備 負 担 金 20,000 18,000 2,000 18,800 106%

港 湾 管 理 事 業 特 別 会 計 繰 出 金 16,472 16,472 18,338 90%

都 市 計 画 一 般 事 業 5,574 21 4 5,549 3,367 166%

開 発 指 導 一 般 事 業 5,358 90 368 4,900 476 1126%

市 街 地 整 備 関 連 調 査 事 業 24,068 4,000 20,068 19,900 121%

宮 島 口 地 区 整 備 事 業 602,564 88,800 3,000 274,400 167,101 69,263 535,603 113%

景 観 形 成 推 進 事 業 13,278 1,500 2,325 9,453 14,708 90%

街路畑口寺田線４工区整備事業 0 26,339 皆減

街路畑口寺田線５工区整備事業 23,739 9,900 7,200 6,639 0 皆増

街 路 佐 方 線 整 備 事 業 14,394 12,500 1,894 4,334 332%

下 水 道 事 業 会 計 負 担 金 1,765,762 48,400 1,717,362 1,415,875 125%

下 水 道 事 業 会 計 補 助 金 108,918 108,918 10,500 1037%

下 水 道 事 業 会 計 出 資 金 0 387,464 皆減

広 島 市 ポ ン プ 場 使 用 負 担 金 7,662 7,662 8,758 87%

広 島 市 ポ ン プ 場 建 設 負 担 金 32,161 32,161 31,424 102%

公 園 整 備 事 業 100,920 29,550 57,700 770 12,900 57,470 176%

公 園 維 持 管 理 事 業 166,183 6,603 6,300 3,559 149,721 178,224 93%

市 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 繰 出 金 43,779 43,779 45,196 97%

急 傾 斜 地 維 持 管 理 事 業 36,000 15,000 15,000 6,000 6,000 600%

県 施 工 急 傾 斜 地 維 持 管 理 事 業 6,600 6,600 6,600 100%

急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業 133,000 60,000 70,000 3,000 135,500 98%

急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 県 負 担 金 43,875 39,400 4,475 21,188 207%

防 災 情 報 収 集 事 業 891 891 891 100%

伝 統 的 建 造 物 群 保 存 推 進 事 業 60,808 31,906 2,000 7,600 2 19,300 41,709 146%

農 業 施 設 災 害 復 旧 事 業 10,000 3,250 1,500 5,250 10,000 100%

林 道 災 害 復 旧 事 業 30,000 10,000 9,000 11,000 30,000 100%

土 木 災 害 復 旧 事 業 30,000 13,340 6,600 10,060 30,000 100%

合 計 6,263,716 660,562 340,507 1,351,100 353,662 3,557,885 5,687,467 110%

事　　業　　名
事　業　費  

(A)

令和3年度
当初予算
額(B)

対前年比
(A/B)*100

%
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２　港湾管理事業特別会計

財　　　　　源　　　　　内　　　　　訳

国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

宮 島 港 湾 管 理 事 業 34,162 27,045 7,117 31,691 108%

宮 島 口 港 湾 管 理 事 業 60,319 46,613 13,706 67,618 89%

予 備 費 200 1 199 200 100%

合 計 94,681 73,659 21,022 99,509 95%

３　市営住宅事業特別会計

財　　　　　源　　　　　内　　　　　訳

国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

市 営 住 宅 等 管 理 事 業 138,087 18,218 22,100 97,769 150,231 92%

市 営 住 宅 事 業 基 金 積 立 金 71,369 64,428 6,941 57,669 124%

予 備 費 500 500 500 100%

合 計 209,956 18,218 22,100 162,697 6,941 208,400 101%

(単位　千円)

(単位　千円)

事　　業　　名
事　業　費  

(A)

令和3年度
当初予算
額(B)

対前年比
(A/B)*100

%

事　　業　　名
事　業　費  

(A)

令和3年度
当初予算
額(B)

対前年比
(A/B)*100

%
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収　　入 （単位　千円）

予 定 額 備　　考

1 下水道事業収益 3,761,502

1 営業収益 1,583,770

1 下水道使用料 1,260,000 下水道使用料

2 雨水処理負担金 321,270
雨水処理に要する経費に対する
一般会計負担金

3 その他営業収益 2,500 汚水処理負担金等

2 営業外収益 2,177,732

1 受取利息及び配当金 126 基金利息収入

2 補助金 71,000 国庫補助金

3 他会計負担金 971,919 一般会計（基準内）収入

4 長期前受金戻入 1,041,120
減価償却等に伴う長期前受金の
収益化

5
消費税及び地方消費
税還付金

90,000 消費税及び地方消費税還付金

6 雑収益 3,567 土地賃借料等

支　　出 （単位　千円）

予 定 額 備　　考

1 下水道事業費用 3,930,108

1 営業費用 3,704,936

1 管渠費 149,533 管渠の維持管理に要する費用

2 ポンプ場費 235,424
ポンプ場の維持管理に要する費
用

3 処理場費 970,053 処理場の維持管理に要する費用

4 排水設備費 49,516
水洗化の普及促進及び排水設備
の指導等に要する費用

5 業務費 99,672
下水道使用料及び受益者負担金
等の徴収業務に要する費用

6 総係費 94,505 事業運営全般に要する費用

7 減価償却費 2,106,233 固定資産の減価償却費

2 営業外費用 219,722

1
支払利息及び企業債
取扱諸費

207,011 企業債及び一時借入金の利息

2 雑支出 12,711 受益者負担金等の報奨金

3 特別損失 450

1 過年度損益修正損 450
過年度分の下水道使用料等損益
修正に伴う減少額

4 予備費 5,000

1 予備費 5,000

令和４年度廿日市市下水道事業会計予算実施計画　　

収益的収入及び支出

款 項 目

款 項 目
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収　　入 （単位　千円）

予 定 額 備　　考

1 資本的収入 3,757,441

1 企業債 2,138,800

1 建設企業債 2,138,800
建設改良費等に充当する企業債
借入

2 負担金 594,024

1 受益者負担金 109,146 受益者負担金

2 受益者分担金 12,305 受益者分担金

3 他会計負担金 472,573 一般会計（基準内）収入

3 補助金 1,018,418

1 国庫補助金 909,500 国庫補助金

2 他会計補助金 108,918 一般会計（基準外）収入

4 基金繰入金 6,199

1 基金繰入金 6,199 基金繰入金

支　　出 （単位　千円）

予 定 額 備　　考

1 資本的支出 4,653,948

1 建設改良費 2,895,360

1 管渠建設事業費 2,175,060 管渠整備に要する経費

2 ポンプ場建設事業費 83,300 ポンプ場整備に要する経費

3 処理場建設事業費 637,000 処理場整備に要する経費

2 企業債償還金 1,758,462

1 企業債償還金 1,758,462 企業債の元金償還金

3 基金積立金 126

1 基金積立金 126 基金積立金

資本的収入及び支出

款 項 目

款 項 目
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（R4.3 市営向原住宅のセルフ
むかいばら

リフォームによるお試し＆交流の住宅づくり）


